
マネジメント

資源
循環 自然共生

低炭素
社会

地球環境と調和した
モノづくりにむけた
取り組みの強化

ISO26000
との関連

SDGs
との関連

Materiality
アイチグループは、環境課題として「低炭素社
会構築」「資源循環型社会構築」「自然共生」の
３つを掲げ、中長期目標の設定を行うことで、
実現に向けた取り組みを行っています。これら
の取り組みにより、エネルギーと資源の効率
的利用を実現していくとともに、地球環境と調
和したモノづくり、および環境負荷の少ない
製品やサービスの提供を通じて、社会、地球
の持続的発展に寄与していきます。

重要課題 5

環境マネジメント

1993年６月に「環境に関する行動指針（現：環境取り組みプラ
ン）」を制定、1996年６月には「愛知製鋼環境憲章」を策定し、目
標達成に向けて、積極的に活動を展開しています。
2016年2月、製品化学物質について、禁止・制限・管理の対象
が世界的に拡大方向にあることを鑑み、化学物質管理を強化
するため、「愛知製鋼環境憲章」の改定および管理体制の見直
しを行いました。
その推進組織として、地球環境会議が４つの分科会、地球温暖
化防止部会、愛知製鋼グループ環境連絡会議を統括し、環境
保全に向けたあらゆる活動を推進しています。また製造現場を
持つ連結子会社のISO14001認証取得100％を目指し、指導
を進めています。

■ 環境活動推進体制

■ ２０２０年環境取り組みプラン
2016年度から2020年度までの環境行動の指針・計画である
｢アイチ環境取り組みプラン2020｣を策定しました。「環境マ
ネジメント」をベースに、環境活動の方向性として「低炭素社会
構築」「資源循環型社会構築」「自然共生」を３大重点テーマに

あげて推進します。併せて、連結子会社までのグローバルな視
点を組み込んだマネジメント強化により、サステイナブルカン
パニーとして社会・地球環境へ貢献していきます。

低炭素社会構築に向けた取り組み

当社は、「アイチ環境取り組みプラン２０２０」に基
づき、日本鉄鋼連盟の「低炭素社会実行計画

（フェーズⅠ）」目標達成に向け、CO2削減に取り
組んでいます。
社内目標としては、より高いレベルを定めて取
り組んできましたが、「１．８」事故の影響を挽回
出来ず、目標達成となりませんでした。

■ 2016年度目標と実績

■ ４Sリエンジ※による生産性向上と省エネルギー推進に向けた取り組み
生産の上工程である製鋼から、圧延、精整、鍛造まで一連の工程にて、生
産性向上と同時に省エネルギーを推進するための４Ｓリエンジに継続的
に取り組んでいます。
2015年2月から取り組み中の分塊圧延リエンジでは、2016年2月にス
テップ１として工程の整流化が完了し、生産性と歩留まりの向上によって、
加熱炉燃料原単位を低減できました。91%連結子会社における

ISO14001認証取得率

636千t-CO2/年

CO2総排出量

環境マネジメントシステムを有効に運用支援する内部監査員
は、ISO14001：2015版への移行に向けて、216名を維持して
おり、うち80名が2015版での内部監査員に認定されました。

■ 内部監査委員教育

0件 7.0%向上生産性

7.3%減加熱炉燃料原単位  

重大な不適合

0件

重大な不適合

■ 環境監査結果

■ 2016年度のエネルギー使用量（CO2排出量）内訳

■ 昨年度からの増減要因

電力
60.7%

都市ガス
29.1%

コークス 6.6%

Ａ重油 1.1%

酸素 1.9% その他
0.6%

CO2排出量
合計

636千t-CO2

改善項目

１．８ 千t-CO2/年

３．３ 千t-CO2/年

40．0 千t-CO2/年

増加要因

①第２棒鋼加熱炉事故の影響

　(加熱炉の効率低下)  

②製鋼工場の環境対策

③増産による増加   

内部監査結果 外部監査結果

①電気炉のエネルギー バランス変更(アルミ灰増量)等

②分塊大形リエンジによる生産性向上(加熱炉ロス低減)等

③鍛造加熱炉(ＩＨ炉)の効率改善等

④ステンレス熱処理炉の汎用化による寄停め等

４．３千t-CO2/年

３．７千t-CO2/年

１．５千t-CO2/年

１．６千t-CO2/年

１１．１千t-CO2/年合計  4５．１千t-CO2/年合計

スクラップ
ヤード 分塊・大形

圧延
製品圧延 2次精整

（熱処理、2次加工）
電気炉
（EAF）

精練
（LF/RH脱ガス）

大断面連続鋳造
（3CC）

製鋼【溶かす・固める】 圧延【延ばす】 精整【検査】 鍛造【たたく】

製品精整 鍛造

Part 1

鍛造リエンジ

鋼材リエンジ

Part 2Part 4

Part 1 Part 2

Part 3

①クランクシャフト用4500ｔ鍛造プレスライン建設
2015年4月完了

②ＣＶＴ用熱間鍛造プレスライン建設
2016年2月完了

④製鋼リエンジ
2016年5月～　取り組み中

①大断面連続鋳造機（No.3CC）建設
2011年6月完了

②分塊圧延リエンジ
2015年2月～　取り組み中

③精整リエンジ
2015年10月～　取り組み中

※４Ｓリエンジ＝Simple・Slim・Short・Straightを目指したプロセス改革

低炭素社会構築
①エコ製品・技術開発の推進 ○
②エネルギー改革によるCO２排出量低減 △※1

③生産活動における省エネ活動の徹底 ○
④物流活動における輸送効率の追求 ○
※1 「1.8」事故の影響による

環境マネジメント
⑩異常・苦情ゼロ活動の推進 ○
⑪連結環境マネジメントの強化 ○
⑫各国各地域の都市大気環境改善に資する排ガス低減 ○
⑬ビジネスパートナーと連携した環境活動の推進 ○
⑭グローバル社員教育・啓発活動の一層の強化 ○
⑮環境情報の積極的開示とコミュニケーションの充実 ○

自然共生
⑨自然・生物多様性保全活動の推進 ○

資源循環型社会構築
⑤生産における副産物の低減と更なる資源の有効利用 ○
⑥資源循環型企業に資する事業推進 ○
⑦物流活動における梱包資材の低減と有効利用 ○
⑧生産活動における水使用量の低減 ○

評価

評価

評価

評価

分塊圧延リエンジ

（昨年度比 ＋34千t）
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（CO2換算： 2005年度比　5.9千t-CO2削減)
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